










齢期の移動 は,退 職後の第二の人生 を楽 しむため
のアメニテ ィ指向の移動 を行 う 「第一の移動」,
心身の衰えを感 じるようになった場合に家族や親
類 の援助 を受けるため に行 う 「第二の移動」,さ
らに心身の衰えが進み専門的な介護 を必要とする
状態 とな り,福祉施設へ入所するために行 う 「第
三の移動」 という3段 階 に区分 される(Litwak
andLongino1987)。近年の欧米における研 究の
多 くは,こ のモデルの有効性 を指摘 している(田
原ほか2003)。
欧米 に比べて高齢人ロ移動 に関す る研究蓄積の
少ない日本では,ま ず事例研究を蓄積 しながらそ









率 が上 昇 して い る こ と を明 らか に した大 友
(1999)は,その理由として各種の老 人ホームの
整備に伴 う施設入所移動の増加 を指摘 している。
高齢人口移動の特性 を解明するためには,一 般世






年代後半か ら施設数 ・入居者数 とも急激 に増加
し,2000年では施 設数 は350,入 居 者数 は
26,616人になった。高齢期 における新たな居住形
態 として,今 後の高齢社会 において重要な役割 を
果たす と思 われる。有料老人ホームは高齢者 自身
が高齢期の生活の場 として入居を決定するという
点において,移 動者の属性や移動パ ター ンが,介
護を求める移動 とは大 きく異なることが予想 され
る。 しか しなが ら有料老人ホームの入居者を施設
への移動者ととらえ,そ の移動パ ターンや移動者




料老人ホーム(以 下,Aホ ームと記す)の 入居者
を対象 として,彼 らの前住地の分布や社会経済的




















やかに減少 した。 しか し,御宿駅北西の台地上に




















開設 されると,年 齢別の移動率 に変化が生 じる。
1995年か ら2000年における年齢階級別の移動率
をみると,若年層 における転出超過の傾向は変わ







この,前 期高齢層 における転入超過傾向は確認 さ
れた(図 省略)。御宿町における高齢者の流入は






































































































































































































ーム)入 居者の行 った移動について検討する。 し
か し有料老人ホームは居住者に対 して安全お よび
快適な生活 を提供する施設であるため,入 居者の
個人情報は特に厳重に保護 されている。本研究で
も入居者を直接 の対象 とする聞き取 り調査 やアン
ケー ト調査は許可 されず,個 入名を秘匿 した入居
者台帳の閲覧のみ許可された。限定 された資料で








の前住地の分布を第3図 に示 した。Aホ ームの立
地する御宿町周辺の市町村か らの入居は,大 原町
から4名,岬 町か ら2名 の計6名 のみであ り,御
宿町か ら入居 した者は皆無である。千葉市,我 孫
子市,柏 市などの東京の郊外地域 を含めて も,千
葉県内から入居 した者は32名,全 体 の11%に
































ら吸引 しているが,と りわけ都区部 ・川崎市 ・横













Aホ ーム入居者の性別お よび入居時の年齢 を第
1表に示 した。入居者は女性が多 く,性比は66.4
である。入居時の年齢には男女 ともに類似 した傾
向が認め られる。すなわち,60代 を中心 とする
高齢前期 に入居 した者が多 く,入居者全体の81.2
男性 女性 計
人% 人% 人%
59歳以下 21.8 2011.8 227.8
・1・'歳 1715.0 302a.a 5118.0
65-69歳 3833.6 5930.a 8931.4
70-74歳 2925.7 3922.9 682a.a
75-79歳 1513.3 2011.8 3512.4
80-84歳 87.1 42.4 124.2
85歳以上 43.5 10.6 5t.8




男性 女性 計 有職者に
占める割
人(%〉 人(%) 人(%) 合(%)
有職者計 113100.05230.616558.3 100.0
会杜員 3732.7 84.7 4515.9 27.3
役員 2824.8 95.3 3713.1 22.4
自営業 1815.9 127.1 3010.6 1$2
教員 1210.6 137.6 .. 152
公務員 108.8 95.3 196.7 11.5
尊門職・医師 87.1 10.6 93.2 5.5
無職 00.O i1869.411841.7 一
計 113100.0170100.0283100.0 一
(単位:人)
第2表 事例施 設入居者 の入居前 の職 業(2000年)
(注〉役員は会社役員および団体役員を,教 員は小学校 ・中学













め,も っ とも多いことから,退職 を契機 として入
居する場合が多い と推測 される。
次 にAホ ーム入居者の入居形態 をみると,単身
での入居が91件お よび2人 で入居 した場合が99




の属性 と入居形態の関係 を示 した ものである。男
性の場合,単 身入居は少なく夫婦で入居 した者が
8596を占めるのに対 して,女 性の中には単身で
入居 した者 も多い。単身での入居91件 中72件
(79.1%)が女性 による ものである。 このことが,




職前後の時期 に老後の居住地 として入所 した場合

































































































Aホ ーム入居者が着地 としての施設 に関する情
報をどの ように入手 したかを第4表 に示 した。す
でに入居 していた者の紹介 による移動 は少 な く,
190件の移動のうち9件(4.7%)に過 ぎない。こ
のことは,Aホ ームへの入居において血縁や友人









に加 え,高額納税者,教 師,大 学の同窓会などの
名簿を用いてダイレク トメールによる宣伝活動 を





























する当該施設の情報 を得ていた。また,新 聞 ・雑
誌記事か ら情報を得た場合 もある。 これらの情報
源 に共通するのは,入手 した情報を高齢者自身が
検討 し,入居の意思決定を行 う必要がある点であ








地域 に居住する60歳 代を中心 とする前期高齢層


































ト回答者は子供か ら独立 した生活 を意図 している















視 してお り,気候や自然環境,余 暇活動 などはあ
くまで も副次的な要因にす ぎない。入居後の生活
を継続するための基本的な日常生活機能を基盤 と





売店,体 育館,プ ール,図 書館 などの各施設が併
設 されている。これらの施設は入居者のクラブ活
動8)の場 として利用 されてお り,日常生活の基盤











活機能,医 療 ・介護機能 を提供するために,有料
老人ホームは非常 に高額 な利用料が設定 されてい
る施設である(小 笠原1990)。
Aホ ームの場合,入 居者は入居契約時 に居室の
終身利用権お よび介護費用 を支払 う。この金額は














ん,貯 蓄の他 にも年金,退 職金,子 供からの援助
などの収入 も期待 される。 しか し,高齢者が世帯
主である世帯の大部分にとって,Aホ ームに入居
し高齢期の生活 を継続することは経済面の負担が













ームへの入居 は困難である。 このことが,入 居者
の社会 ・経済的 な地位の高 さをもた らすのであ
る。
また,施設管理者によると入居者の約70%は
入居時に自宅等を売却 しているとい う。 このこと
は入居 に必要な資金 を調達すると同時に,彼 らが
それ までの生活の場 をすべ て精算 し,「終のすみ
か」 としてAホ ームに入居 していることを意味す
る。移動パ ターンが都心からの流れに集中してい
るのは,こ の地域であれば,他 の地域に比べ ると
所有不動産をより高額で売却 し,入居資金 を捻出




の項 目に関 してその特性 を分析 し,背景を考察 し
た。その結果,Aホ ームは,高 齢化の進展 した関
東地方の外縁地域 に立地 しているものの周辺住民
による利用は少な く,主に都区部をは じめ とする
東京大都市圏の中心地域に居住する単身女性ある
いは夫婦 が,60歳代 を中心 とする高齢前期 に,
入居移動を行 ったころが明 らかとなった。彼 らの
大部分は同世代 の高齢者に比べ学歴が高 く,社会
経済的な地位 も高い。Aホ ームは,高額 な利用料
を負担可能な,高 学歴で社会 ・経済的地位の高い
















護 を必要 とす る状態に陥った場合に家族以外の介
護 を受け入れる傾向が強 く,財産を子供 に残す と
いう意識が希薄である(阿 藤2000)。現在大都市
の郊外住宅地域 に居住 し今後高齢者 となる者 は,
従来以上に学歴が高 く,ホ ワイトカラー従事者の
割合 も増大すると予想 される。つ まり,Aホ ーム





















































2000年4月現在,ダ ンス,コ ーラス,エ スペ ラ
ント語,陶 芸,写 真など25の クラブが組織 され
ている。
1997年貯蓄動向調査 は,全 国か ら抽出 された
6,192世帯 を対象とする調査である。そのうち世
帯主が65歳以上である世帯は2,115世帯であっ
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Previousresidencesandcharacteristicsofresidentsinaretirement
homeinOnjukutown,Chibaprefecture
HIRAIMakoto
Thispaperintendstoconsidertheelderlymigrationtoretirementhomesfortheelderly(Yuryo-Rojin-
He)muinJapanese)asacasestudy血4njukuinChibaprefecture.Toachivethispurpose,theattributesof286
residentsandtheirpreviousresidencesareanalyzedbasedonthedirectoryofresidents.Astheresultes,the
attributesofresidentsaremostlyuniform.Mostofthemmovedindependentlyatagesof60sfromcentralarea
oftheTokyoMetropolitanArea(Tokyo,Yokohama,Kawaswaki),andtheirmovesweredonebythemselvesor
withspouses.Astotheirsocial-economicstatuses,theirpreviousoccupationsandeducationalstatusarevery
high.Theintensionsoftheirmovementsarenottoenjoytheirlifeaftertheretirementatthefacility.For
residents,mostsignificantfunctionoftheprivatehomeisthenursingcarethatissecureduntiltheydie,namely
"lifelongcare".Theirmovementsarenotthe"amenitymove".Itisobviousthattheprivatehomeresidents
movetoreceivethe"lifelongcare".
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